




経済研究所 / Institute of Developing















































東部のバンガンドゥ人の村で実践されている、焼畑にカカオ栽培を組み込んだ農業を考察する。バンガンドゥの主食はバナナである。焼畑による森林開墾の後、まずトウモロコシやキャッサバ、バナ を植え、次にカカオの苗木を植える。カカオの樹が直射日光に弱いため、樹の周りに半日陰状態を作るのである。植え付け後、先 挙げた順番で主食作物が収穫できるようになり、五年ほど経過するとカカオの樹が生育する。人びとの生業において、主食のバナナが通年を通して収穫できることが最も重要であり、カカオ生産は追加的な現金収入となっている。ここでは、カカオ畑は常畑化 の はなく、通常の焼畑と同様にいずれ「森にもどる」という。　
ちなみに、各章の間に著者のエッ
セイ「バナナ日記」が挿入されていて、バナナをめぐ 人びとの暮らしの諸場面が描写されている。併せてお読みいただきたい。（きし
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